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需要・販売予測の方法-1
2021年8月4日
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予測する方法

◇プロットして観察する

◇パターンを抽出する
・時系列分析
トレンド、季節変動

◇因果関係を利用する
・重回帰分析
トレンド、季節指数、ダミー変数
その他
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売上高推移（設立～20年）

売上高は順調に伸びている!?
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・年度間の差に着目

年度 売上高
2001 1 
2002 2 
2003 3 
2004 4 
2005 5 
2006 6 
2007 7 
2008 8 
2009 9 
2010 10 
2011 11
2012 12 
2013 13 
2014 14 
2015 15 
2016 16 
2017 17 
2018 18 
2019 19 
2020 20 

・年度間の比に着目

+1

比率は年々減少!

前年比
-

2.00
1.50
1.33
1.25
1.20
1.17
1.14
1.13
1.11
1.10
1.09
1.08
1.08
1.07
1.07
1.06
1.06
1.06
1.05
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折れ線グラフの作成（SAS EG )

1.データを入力する。

EG



6
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

2.「グラフ」-「折れ線グラフ」を選択する。

3.一覧から「折れ線グラフ」を選択する。

EG
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4.「データ」をクリックし、「年度」をX軸に、「売上高」をY軸に
設定し、実行する。

EG
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EG

5.グラフ（普通目盛）が表示される。
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折れ線グラフと棒グラフの違いは何か?
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5.「Y軸の目盛」をクリックし、「対数」をチェックし、「Y軸の底」
を「底10」に設定し、実行する。

EG
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EG

6.グラフ（対数目盛）が表示される。
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4月 5月 差 前月比
東北 216 266 50 1.231
関東 752 802 50 1.066
沖縄 63 113 50 1.794

8月 9月 差 前月比
東北 200 260 60 1.3
関東 910 1183 273 1.3
沖縄 50 65 15 1.3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

東北 188 192 201 216 266 238 225 200 260 213 198 218

関東 730 648 813 752 802 868 856 910 1183 1020 923 955

沖縄 41 40 55 63 113 42 53 50 65 48 45 47

◇支店（東北、関東、沖縄）別売上高
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4.「データ」をクリックし、「月」をX軸に、「東北、関東、沖縄」を
Y軸に設定し、実行する。
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普通目盛の折れ線グラフでは比較困難

EG
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折れ線グラフ（対数目盛)
EG
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◇新製品の売上高の予測

（百万円）

10月の売上高は?
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新製品 主力製品
1月 38 523
2月 25 384
3月 73 758
4月 82 813
5月 43 492
6月 66 678
7月 38 495
8月 29 418
9月 71 723

（百万円）
新製品と主力製品の売上高
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折れ線グラフ（普通目盛)
EG
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折れ線グラフ（対数目盛)
EG
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人間の五感は対数に変換されている

◇ウェーバー・フェヒナーの法則
弁別閾（気づくことができる最小の刺激差）は
刺激の値に比例

手に重りを100gのせ、少しずつ重りを加え、
重さの違いを感じたのが110gのとき、
手に重りを200gのせ、1gずつ重りを加えると、
重さの違いを感じるのは220gのときである。

デシベル、ＰＨ、マグニチュード、等星・・・



21
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

時系列分析

多くの場合、時系列の時間的変化は変動要素を持つ。

【 変動要素 】
（1）傾向変動（T:trend）

データが時系列に進む方向を示す要素
（2）循環変動（C:cycle movement）

景気変動などの⾧周期の変動要素
（3）季節的変動（S:seasonal movement）

季節的要因、12ヶ月の確定周期で繰り返す変動要素
（4）不規則変動（I:irregular component）

上記3つ以外のすべての変動要因

循環変動（C）は傾向変動（T）に含まれることが多い

Ｙ＝（ＴＣ）×（ＳＩ）
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移動平均法

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
売上高 32 58 63 25 72 52 31 43 52 39 61

求める項の値に前後の項の値を加えて3で除する。
1年:計算できない
2年:（32＋58＋63）/ 3＝51.0
3年:（58＋63＋25）/ 3＝48.7

・・・・・・・
10年:（52+39＋61）/ 3＝50.7
11年:計算できない

◇3項移動平均

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

売上高 - 51.0 48.7 53.3 49.7 51.7 42.0 42.0 44.7 50.7 -

変動に一定の規則性があるとき、その変動をある程度排除
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偶数項の移動平均は、中央項が存在しない。
1年:計算できない
2年:計算できない
3年:（32/2＋58＋63＋25＋72/2）/ 4＝49.5
4年:（58/2＋63＋25＋72＋52/2）/ 4＝53.8
・・・・・・・
10年:（43/2＋52＋39＋61＋55/2）/ 4＝50.3
11年:計算できない
12年:計算できない

◇4項移動平均

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
売上高 32 58 63 25 72 52 31 43 52 39 61 55

年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
売上高 - - 49.5 53.8 49.0 47.3 47.0 42.9 45.0 50.3 - -
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原系列

移動平均
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2019 2020
1月 318 315 
2月 298 305 
3月 185 192 
4月 173 205 
5月 199 231 
6月 328 334 
7月 415 482 
8月 298 353 
9月 203 281 
10月 192 187 
11月 195 192 
12月 381 380 

◇エアコンの売上高の予測

2021年の売上高?
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2019 318 298 185 173 199 328 415 298 203 192 195 381 
2020 315 305 192 205 231 334 482 353 281 187 192 380 

2年間（24ヶ月）推移
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季節変動の確認
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季節変動を除去する

季節変動 : 12ヶ月の周期

12項（12ヶ月）移動平均による季節変動の除去

傾向変動（TC）を求める



30
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

傾向変動（TC）を求める（12項移動平均）

2019年7月:12項移動平均値
265.3=(318/2+298+…+381+315/2)/12 
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季節変動（SI）を求める
1）売上高を傾向変動（ＴＣ）で割る。

1.564=415÷265.3

Ｙ＝ＴＣ・ＳＩ ＳＩ＝Ｙ÷ＴＣ
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2）各月の季節変動の総和を12に調整する。（季節指数）
1.564 + 1.123 + … + 1.159 = 11.868

1.582=1.564×(12/11.868）

合計 11.868 12.000
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＜売上高と季節指数＞

2019 2020 季節指数
1月 318 315 1.158 
2月 298 305 1.101 
3月 185 192 0.680 
4月 173 205 0.718 
5月 199 231 0.810 
6月 328 334 1.172 
7月 415 482 1.582 
8月 298 353 1.135 
9月 203 281 0.772 
10月 192 187 0.725 
11月 195 192 0.729 
12月 381 380 1.417 

計 12.000
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＜事例＞百貨店の過去３年間の売上高実績。
2021年の月別売上高を予測せよ。

2018年 2019年 2020年
1月 219 262 316
2月 217 260 312
3月 307 356 443
4月 284 347 438
5月 266 316 394
6月 271 323 410
7月 387 482 617
8月 270 320 409
9月 232 289 349
10月 326 392 483
11月 338 401 503
12月 768 938 1144

35
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＜2021年1月～12月の売上高予測手順＞

2021年1月～12月の傾向変動（TC）の予測値
2021年1月～12月の季節指数を求める

1）傾向変動（TC）を求める（12項移動平均）
2）最小2乗法によりTCの回帰式を求める
3）2021年1月～12月のTCの予測値を求める
4）季節変動（SI）を求める
5）季節指数を求める
6）TCの予測値、季節指数から売上高の予測値

を求める
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1）12項移動平均値を求める

2018年7月:12項移動平均値
=(219/2+217+…+768+262/2) / 12
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2）TCの予測値（2021年1月～12月）を単回帰分析
により求める。

①データを入力する

EG
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②分析ー回帰分析ー線形回帰分析を選択する

③従属変数と説明変数を設定する

EG
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TC = 309.05 + 6.5423 × №

③分析結果が表示される

EG

・自由度調整済み決定係数 0.9892



41
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
20

18
年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
19
年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
20
年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

売上高 12項移動平均値

2021年1月～12月

Y=309.05+6.5423×№

予測



42
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

④TCの予測値（2021年1月～12月）を算出する

511.9=309.05+6.5423×31
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3）季節変動（SI）を求める

1.189=387 / 325.5
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4）季節変動（SI）の平均（幾何平均）を求める

7月 : 1.208＝√1.189×1.227



45
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

5）季節指数を求める

①「季節変動の平均」の合計を求める : 11.960
②合計を12に調整して季節指数を求める

1.212 ＝ 1.208 × (12.000 / 11.960）
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5）予測値を求める

①季節指数を予測年（2021年1月～12月）に転記する
②予測値を求める

377.9 ＝ 511.8 × 0.738
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まとめ

◇プロットして観察する
折れ線グラフにおける対数目盛の活用

◇時系列分析
TC×SI
移動平均（12カ月移動平均）
季節変動、季節指数
ＴＣＳＩ分離法による予測

◇相関分析による予測
◇重回帰分析による予測

トレンド、季節指数、ダミー変数
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アンケートのお願い・ご質問

今後の参考にさせていただくため、ぜひともアンケートにご協力

お願いします。

・無記名

・所要時間目安:１～３分

8月4日需要・販売予測の方法 -1

本日の内容に関するご質問は、下記宛にご連絡ください。

que@datascience.co.jp

アンケートURL

https://sas.qualtrics.com/jfe/form/SV_511dFUUd4JoDsii

ご視聴ありがとうございました。

・お客様講演会のアーカイブは、2021年8月9日～2022年3月31日迄

視聴できます。


